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宇宙開発計画

（平成4年3月25日決定）
科 学’

運　　用

開　　発

『研　　究

観 想

脚
湯イ

運　　用

開　　発

試験惑星探査機（MS－T5）

第12号科学衛星（EXOS－D）
第13号科学衛星（MUS．ES－A）

第14号科学衛星（SOLAR－A）

第15号科学衛星（ASTRO－D）　・

第16号科学衛星（MUSES－B）
第1物詣科学衛星（しUNAR－A）

第18号科学衛星（PLANET一、B）
磁気圏観測衛星（G・EOTAlL）

静止気象衛星4号（GMS一．4）

静止気象三皇3号（GMS－3）

測地実験衛星（EGS）

海洋観測衛星1号（MOS－1）

海洋観測衛星1号一b（MOS－1b）
地球資源衛星1号（JERS－D

静止気象衛星5号（GMS－5）

開発研究・

地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）

資源探査用将来型センサ．（AST『ER）

熱帯降雨観測衛星（TRMM）

研　　究

通

運　　用

開　　発

通信衛星3号（CS－3a及びCS－3b）
放送衛星3号（BS－3a及びBS一、3b）

通信放送技術衛星（COMETS）

研　　究

丸

～

鱒． 轡

第一次材料実験：（FMPT）

宇宙ステーション取付型実験モジュニル（JEM）等

宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）
宇宙環境利用・

L人宇宙活動
開　　発

第二次国際微小重力実験望（lML－2）計画

軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）

人工衛星共通技術

@　　　　E

運　　用

J　　発

J発研究

､　　究

技術試験衛星V型（ETS－V）

Z術試験：衛星Vl型（ETS－VDし

Z術試験衛星Vli型（ETS－VII）

ｵ

M系ロケット
開　　発

H－IIロケット

J－1ロケット宇　宙　輸　送 開発研究

､　　究

人工衛星及びロケットの開発に必要な施設

人工衛星及びロケットの打上げ施設
施　設　整　備 人工衛星の追跡等に必要な施設

その他の施設

研究開発能力の強化

国際協力の推進

宇宙関係条約関連措置等

そ　の　他
宇宙技術者の養成

宇宙開発推進基盤の整備

国際宇宙年（lSY）活動の実施

一3一

1
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（科学の分野）

、

開発項目：第14号科学衛星（SOLAR－A） （運用）

r

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

，　　　　・年度 6 2～平成2年度実績 庁

， 平成3年度実績 平成4年度計画　
　
　
　
予
算
額
㌧ 62 63 、元 2 最終目標
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」 今期の太陽活動極大p

M
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期に太陽フレアの高精
、 度画像観測を日米協力
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（科学の分野）

＼

’

開発項目：第15号科学衛星（ASTRO－D）　　　　　　　　　　　、 （開発）

、

．研究機関名望：文部省宇宙科学研突所
’

年度 63～口添2年度実績腕
参

、

平成3年度実績 平成4年度計画　　　　　㌔
¥算額 63～元 2

　
最
終
目
標
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　・　　　　　（千円）

2，140， 252 2，150，400 2，731，680
　　　　〆P

宇宙の最深部を対象
P　M とし、多様な天体のX

線像とX線スペクドル
F　M 口冒一…一一一一” ﾁ の精密観測を行うこと

を目的とする。
，M－3S皿ロケット　　　　　　　　、

@7号機
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’　　　“
f

フライトモデルの開発を行った。 発を行った。 し、総合試験を行って、M－3
rIロケット7号機により平成

幅

4年度冬期に打ち上げる。
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㊥ 薗

’（科学の分野）

開発項目：第16号科学衛星（MUSES－B） （開発）

研究機関名四：文部省宇宙科学研究所 r

・　　k年度 平成元年度～平成2年度実績
ワ 平成5年度～6年度計画

平成3年度実績 平成4年度計画
　　　　　茅算額　　一
m

元 一　2
5 6 最終目標
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枕?@　㌔ 6／75・165 377，701 875，234

〆 大型精密展開構造機
r

P　M 構等の研究及び電波天
閉 ＿一一一一 文観測を行うことを目

F　M
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γ

的とする。

M－Vロケット1号機
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（科学の分野）

〆
〆

　　　　　　　　、J発項目：第17号科学衛星（LUNAR－A）〆　　　　（開発）
’

研究機関三等：文部省宇宙科学研究所 ／
♪

1

年度 、～ｽ成2年度実績 平成5年度～7年度計画
平成3年度実績 平成4年皮計画

予算額
、 5 6 7 最終目標

（千円）

事項 ’　380，000 496，375 ♂

ノ

μ’

＼P　M i
月内部の地殻構造及
び熱的構造を解明する

F　M ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

、
一罹一騨一@γ ことを目的とする。

／

M－Vロケット2号機

「

1

1

’

～

’

、

　cf
唖 ト

、

’

旨

’

》

鴨

‘

’

、

｝

’

▼　　　　　’
’

、

特　記　事　項 プロトモデルの開発に着手し 引き続きプロトモデルの開発を プロ トモデル及びフライトモ 備　　　考
た。 行う。 デルの開発を完了する。

馬 軍 引き続き総合試験を行って、
ノ M－Vロケット2号機により平

藍

成7年度冬；期に打ち上げる。

達

，

モ　r　　　　　　　　　　L

’
、

　　　」T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語

’

一

、

r

一

♂

ら

＠
◎

曾

魯⑳
、

（科学の分野）

τ
1

開発項目：第18号科学衛星（PLANET－B）　　　　　　　　　　　　　’ （開発）

研究機聞名家：文部省宇宙科学研究所

’　　　　　・年度 ～平成2年度実績 平成5年度～8年度計画

平成3年度実績 平成4年度計画 5 6 7 8 最終目標
予算額　　」

　　　　　　　（千円）
135，375

ノ L 火星周回軌道に投入

P　M し、火星大気の構造及
一 曽一一 び運動並びに太陽風と

F　M　　　　・
一

γ

の相互作用を研究する
ことを目的とする。

M－Vロケット3号機
π

‘

く 毒

－

ノ

’

脚

ノ

「　　甘

「

’

喝

’

、

ノ

／

ず
、

炉

記　事　項．
蟷

プロトモデルの開発に着手す プロ トモデル及びフライ トモデ 備　　　考
特

る。　　　　　一 ルの開発を完了する。
@引き続き総合試験を行って、M－Vロケット3号機により平成8

’

r
r

」 年度夏期に打ち上げる。

を
門

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

ヂ ｝

！ ’　　　一
㌣

’

ノ　　　　　　　　　　㌔ 〆’

ぎ

’ 　　　　　　暢I

ゲ

ノ

辱げ

～

L

ノ’

’

ノ

11
ノ

’！
ノ

〆

糟

』

，
匂

～
　警陣　

　
鞘

　二一㈱



一12一

1（科学の分野）

開発項目＝磁気圏観測衛星（GEOTAIL）
ば

、

’

、（開発）

　　　　　　　　　　　ρ､究機関名等：文部省宇宙科学研究所
1

61 ～平成2年度実績 馬

、 平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 61 62 63 元 2 最終目標

（千円）

事項
5， 752，，000 3，309，600 938，718

’

我が国が衛星の開発P　M 旨

を担当し、米国が打上
『 げ等を担当して、地球F　M γ

、 の夜側に存在する長大
～ な磁気圏尾部の構造と

r ダイナミックスに関す
る観測研究を行うこと
を目的とする。

’

」

｝

の
く

、

巳

、

‘

甲

　ノ
～

P

一

、

特　記　事　項 プロ’トモデルの開発を完了し、 フライトモデルの開発を完了し、 米国航空宇宙局（NASA） 備　　　　考
P フライ トモデルの開発に着手し 総合試験を行った。 のデルタIIロケットにより平成

た。 4年度に打ち上げ、運用を行う。 一　　　　　　　　　　、
、

、

㍉

－

ρ

、

！

⑲’ 幽
、

魯 融

（科学の分野）

〆

開発項目：粒子加速装置を用いた宇宙科学実験 （SEPAC） （運用終了）

研究機関歩詰：文部省宇宙科学研究所

k年度 5 0～平成2年度実績
、

メ 平成3年度実績 平成4年度計画
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

@予算額 53 54 55 56
、57 58 59 60 61 62 63 元 2

母終目標由　哨）；’1ど　轟’一
」

　　　　　　　（千円）
4， 337， 306 8，446 15，896

　　r　　緊・：’∵｝1㌧ビ？ゼ｝’
「

戸M　、
ノ 1

T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　、嚇@プラズマ及び電子ビームを放射することに

一　　一　　一 冒扁

より、オーロラの発光
F　M 鬼 ㎡ 機構、プラズマ中の荷

撰 電粒子の運動及び電磁
地上支援装置 波動の励起等を解明す

＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一一 r ’ ることを目的とする。
再実験準備 γ

戸

r

ぐ

「

≧

㌧

・　・1； 憎 ’

♂

ノ
3

卜

炉

、轟『嬉ン

’　　’　〆　　　　　　　　！　　　　　　　　　，

F

逮1∵∴塾、辮蜘輸

ζ顎∵1、．’県
亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

，　　　　　　　　　　　レ∫2

・特・記　事　項 ① SEpAcフライ ト機器の製作、 性能試験を完了し 米国航空宇宙局（NAS スペースシャトルによる
・蕎∵蒙ナ

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹

f　　／　　　‘

@　　　ド　し　津　　　　　　　「　　　　　　　　’

　た。

A米国KSCに於いてスペースラブに組付け、
　験が行われた。，　　　　　・
B’58年11月29日から12月8日の間に行われたスペース
@ラブ1号機の飛翔に於いて各種の実験を行った。

総合試
A）のスペースシャトルに
@器を搭載し、平成4年β
資ﾅ上げられ、運用を行っ
ｽ。　　　　　　　　　・

運用が終了し、データ解析
�sう。　　　　　，

@　■

　　響

　F　　　　一　　　“　嬬　　　町　　　噸　μ　　　　曹　　　　　　　　　　　　　、

燻?D傭
　　　　　証、

f

④
⑤
取得データの解析を行った。．
ﾄ実刑のための準備を進めた。 鋤

r　　　　　　　　　　　　，　　例F　　　　　一　　　　”　r　　　　　　　　　　　　　　M　　”

レ

㌧

み

’

τ

　　　　　　　rf　　　　　　　　　」
匡

T

ノ

痛

需　　　　噌　　　　　僻　書｝　　　r　o　つ　　　　　　Fr　　　　胴　　　　　　　　　　畠

ρ

　　　　　　　　πf 戸

「

’

／

一13一
r　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　コ

／

噌～脚鴫 轡糊一認@　噌脚㎝輯
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、
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（科学の分野）

開発項目：地球資源衛星1号（JERS－1ジ （開発）

’

研究機関名誉：宇宙開発事業団、 ㍉

「

年度 昭和5 　　　ヤR～平成元年度実績
、

｝ 、 平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
’予算額 53～58 5．9 60、 61 62 6・3 元 最終目標

触 旨（千円）
二

事項 5　　’ 20， 727， 902 4，。412，267℃ 2，・914，576
≠

ヒ
層 一

し

衛星バズ機器及びシステ ，

、 ‘

｝ 合成開ロレーダによ
ムの試作試験

∫
る能動型観測技術の確

＼
立を図るとともに、資

PFM 源探査を主目的に国土
も

L

調査、農林漁業、環境
（予備設計） ㌧ 保全、防災、沿岸監視

等の観測を行うことを
基本設計 目的とする。

㌔

詳細設計 設計・ ゴ　　」

∫

部分試作 試作 試験 く

合成開ロレーダ
設計・ 試作 試験

可視近赤外放射計 ’

、
デ

卜

≧

H－1ロケット9号機
㍉

ノ　隻

翠

、　　㌦　1　　Lj　　　　　　　　　　　　　　　　　【

@　　　、堰?E　　　　　「

髪

‘

’

’

L

窯i蒲：ジ：掛　　　’　　〆

づ
一・ @∴勾1二

≧
1－2一て，・む’

絹㍗　・　い、特r記　事　項　、

①　験を行った。合成開ロレーダ及び可視近赤外放射計の試作試 ①　PFMの製作・試験を行 ①　H－1ロケットにより、
　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎞

�ﾕ引，考㌧
つた。 平成4年2月11日に打上げ

ち ② 衛星システムの予備設計、 試作試験及び基本設 た。　　　　　　’ 観測機器のEM、　P

騨
》

　計を行った。

B 衛星システムめ詳細設計を行った。
FMについては、通産
ﾈが製作に試験を行っ

④ PFMの製作を開始した。 ている。　一
P

、

ら　　　　　　響
ρ

、F
’　　　　　　　　　　　　　　f騙

㍗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶

　　｝
ﾀ同｝

@　　　　　　　　　　　’

’

「　　ノ ρ

’

，

、

嚇
ノ

甲

翌 翌
…顧ﾅ

轡 鶴

（観測の分野）

開発項巳：資源探査用観測システムの研究開発 （地球資源衛星1号（JERS－1）） （開発研究）

▽
噌

り

研究機関名等：通商産業省機械容認産業局 ↑開発・ 開発研究・研究の別
　
年
度
k 平成元年度～平成2年度実績 平成5年度計画

予算額　再 59 60 61 62 63 元 2
平成3年度実績 平成4年度計画 5 最終目標

（千円） 、

事項 γ
27， 029，『458 514，863 60，774

L
’ 人工衛星を利用して

E・M 資源探査を行う資源探
「 ～ 査用観測システム技術PFM

ノ
の確立を図るとともに、

」 資源エネルギー政策の
概念設計　　　　　・

⇒
積極的な展開及び宇宙

、 関連産業技術の発展を
予備設計 Lノ

図るための研究開発を
行う。

基本設計
r　　　　　ゴ

詳細設計
L

L

；

維持設計 、

’

ミッションチェック

及び運用’評価
，

，

ρ

ρ

ノ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ

　　　　　　ガﾁ　記　事　項 宇宙開発事業団から合成開ロレーダ等の研 PFMのシステムプロド JERS－1に搭載した 備　　　考1

し　　　　　　　　　　h
究成果を引き継ぎ、
、を行い基本設計に着手するとともに、
イカルコンポーネントの試作試験研究を行っ
ｽ。また、61年度よりEMの製作、62年度よ

観測システムの予備設計
クリテ

フライト試験支援等を行う
ﾆともに、維持設計を実施
ｵ、平成4年2月に宇宙開
ｭ事業団（NASDA）と

センサシステム及びデータ
`送システムの軌道上初；期
~ッションチェック後、運
p評価を行う。

　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

C

よりPFMの開発に着手し、
詞ｱを実施した。
@／2年度はPFMの試験を終了し、

りSTMの製作に着手し、63年度までにそれ
ｼれ製作・試験を終了した。さらに、62年度

設計 ・製作及び

芍q星本体

共同で地球資源衛星1号
iJERS－1）。を打上げ
ｽ。 　ノP

’

二
側へ引渡すとともにシステムプロ トフライト

阿

「 試験作業の支援を行った。
’

’　　　　　ド

@，　　　　　　　　　　　　炉

@　　　　　　塗

’

罰

岬

【

ノ 一15一
㌧

塑婿窺脚値汐辞嚇騨禅鰐も
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（観測の分野）

　　　　　　　＼J発項目：静止気象衛星5号（GMS－5）
k

そ　　　　一 （開発） 〆

研究機関官等：宇宙開発事業団
辱 、

踊

年度 昭和63～平成2年度実績
平成3年度実績 平成4年度計画 平成5年度計画

予算額 63 ・元 「　2 最終目標
（千円）

1

事項 786，185 715，296 3ヂ832，343 3，119．・921 2，65、6，566
’

設計　　　　　　　、 丸　　　｝ 我国の気象業務の改
善及び気象衛星に関す

製作・試験 る技術の向上を図るこ
とを目的としてGMS

」

H一∬ロケット3号機
㌔

一5を開発し、H－1
一

炉

ロケットで打ち上げる。

㌧

r ’

、

馳

臨

i

、

’

、

－

卜

｝

特、記　事　項 ① GMS－5の設計 （SAR機能追
①　GMS－5の製作、試験　　　　　　　、 　　　、@　GMS－5の製作、イン ①　GMS－5の製作、インテグ 備　　　考

加を含む） 、部品調達を行った。 を行った。 テグレーション及び受入試 レーション及び受入試験を行う。

b
② GMS－5の製作、 試験に着手し 験を行う。 ②　H－Hロケットにより平成5 予算額については、
た。 年度に打ち上げる。 SAR機能追加分を含

「

む。

@　　」
へ

孔

’

亀　　〆

L

翫

）

働 謬、

轡 働

（観測の分野）

’

開発項目：静止気象衛星5号 （GMS－5） に搭載する遭難信号用中継器の開発　　（開発）
が

研究機関名望：運輸省運輸政策局技術安全課

　　　、@　　≧N度 ～平成2年度実績 平成　5 年計画
＼ 平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 元． 2 最終目標
　　　　　　　（千円）

6，658 43，353 67，490 62，108
！

、 静止気象衛星5号設計 〆

（GMS－5）に、船
、

製作・試験
ノ

遭難信号を探索救助機
塞 関に中継する通信機を

¶

搭載して、衛星の多目

‘

冒
L

）

的化技術開発のための
ﾀ証実験を行う。

　　　卿`
鞘

、

、

蔭

炉

、

可

’

【

町

、

r

’

ノ

’　　　　　F
L

、

特　記　事　項 静止気象衛星5号騨（GMS－5） 静止気象衛星5号（GMS一 静止気象衛星5号（GMS一 備　　　考

，開始したσ

に搭載する遭難信号中継用の通信
@の設計を行うとともに、製作を

5）に搭載する遭難信号中継用
ﾌ通信機について、前年度に引
ｫ続き製作を行った。・

5）’に搭載する遭難信号中継用
ﾌ通信機について、前年度に引
ｫ続き製作を行う。

蝿

　　　　　　’會　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君

@　　　　　罷

、　　r

@　下　　　　　　　、

@　　　　∫

1

　　　　　　　　　　r　　　1

m
　
♂

　　　　　　ノ@　　｝
@　“�@　　　　　　ノ

尾

r

’

、

’

’

イ

P

、

’

’　　　τ

ζ

　　ノf

「

へρ @｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

一17一
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（観測の分野）

．開発項目：静止気象衛星5号（GMS－5） （開発）

研究機関名望：気象庁

年度 昭和63年度～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画、
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 63 元 2 5 6 最終目標
（千円）

事項 4，387， 972 2，935，952 3，414，406
ノ

ヨ几 国連の世界気象機関
煮湯 打上げ （WMO）で合議され

△ た世界気象監視（WW部品調達
W）計画の一環として↑
アジア・オセアニア地

一
区における静止気象衛
星による定常観測の運製作／組立／試験　　　　、

用を継続する。また、
国内において静止気象↑
衛星の情報の有効な利

H－Eロケヅト
ρ

写

用体制を確立する。

’　試験機3号機

｝

虜

、

’　　　　，

@祠

@仁

　　　　喚

u

A

し

特　記　事　項 GMS－5の開発に着手。 打上げ等 GMS－5の打上げ等を引 GMS－5の打上げ等を引 GMS－5の打上げ等を引き続 備　　　考
を宇宙開発事業団へ委託。 き続き宇宙開発事業団へ委託。 き続き宇宙開発事業団へ委託。 き宇宙開発事業団へ委託。

’

ノ

、

　　　　　　’

、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

，

．・磨@ （野

饗 ㊥

〆

開 発項目：地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）
、 （開発）

研究機関二等：宇宙開発事業団
占

、　　　年度 昭和63年度～平成2年度実績 、

平成5年度～7年度計画
曳 平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 63 元 2 5 6 7 最終　目　標

　　　　　　　（千円）

2，487， 129 5，，172，583 10，476，475
ノ

地球環境のグローバル
予備設計 な変化の監視、地球観測

母
技術の維持発展、AOセ

基本設計・ ンサ搭載による開発利用
〆 の促進及び国際協力の推

詳細設計 、 ‘

進、地球観測データ等の
中継に必要とされる技術

E　M の開発及び将来のプラッ
トフォーム型衛星開発に

PFM ’ 必要な技術の開発を行う
ことを目的とする。

OCTS／AVNIRの開発
、 △

AOセンサ （NASDA）
△
（選定） 引渡し

H－Hロケット
、

r

、

需

’
‘

、
’

特　記　事　項 ① AOセンサの選定及びAOセンサ ①　AOセンサとのインタフ ①　AOセンサとのインタフ
備　　　　考

　　　　　　　　　　‘
R　　へ

、

　とのインタフェース調整を行った。

AセンサのBBM開発を継続して行
@つた。　　　　　’
B衛星の予備／基本設計を行った。

　エース調整を行った。
A　EMの開発を継続して行
@つた。
B衛星の詳細設計を開始し
@た。

　エース調整を行う。

A　EMの開発を継続して行
@う。また、PFMの製作を
@開始する。
B衛星の詳細設計を行う。　　　　　　　　ノ

　　詳細設計、EM／PFM製①、作、インテグレーション及び

@受入試験を行う。
A　H－Hロケットで、平成7
@年度に打上げる。

AO：Announcement　of
@　　Opportunity

「　　　　ヅ
@　　， 1　　　　　　　　　　　　　　雪

、

ド

、 　　　　　　　　｝p

F

隔

！
～

一19一
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ヤ

闘鶏項自：成層圏オゾン等の観測機器の開発CILAS： 　　　　　乙?ﾇ型大気周縁赤外分光計）
E

研究機関名家：環境庁企画調整局地球環境部・大気保全局
、

ト

年度 、～ ｽ成2年度実績
L

， 平成5年度～7年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額
、 、 5 6 7 最終　目　標

（千円）
1

事項 、　・169，345 1rO，890 、　　　　　　　2　6　0，　0　0　0
’

△ △ 地球観測プラットBBM
’

引渡し 打上げ フォーム衛星（AD

EOS）にILASSTM　　　’

気
を搭載し、成層圏オ
]ン等の観測を行う。E　M

PFM ノ

貞
’

　、g
《

噛

‘
翻

胃

ノ

マ

　　　’w9　●　一　畷　単　o　．　冒　　騨　顧　　圏　o　■　，　■　■　邑　⇔　・　■　一　．　．　．　璽　，　o　幽　●　・　，　曜　騨　，　・　．　．
，　　　圏　o　■　■　響　o　圏　邑　o　，　■　，　，　■　■　冒　圏　一　r　噛　．　．　．　．　“　軸　φ　噂　・　●　虚　．　o　o　幽　　　昌　騨　印　畠　，　． ●　■　単　o　　幽　■　●　昌　o　一　，　■　■　7　9　　　　，　曽　o　．　．　●　●　卿　の　「　o　■　・　o　・　　・　一　．　．　．　o　o　巳　，　．　．　●　． ，　騨　一　〇　〇　■　■　　，　，　●　■　■　o　，　■　■　，　■　顧　●　一　の　o　唖　o　　　・　■　．　一　．　．　・　　　　．　，　，　．　．　響　，　．　．　8 r　　，　　．　　o　　●　　幽　　．　　o　　・　　幽　　吻　　幽　　o　　の　　の　　幽　　，

畠，■墨，．o，■■o．一・7．，
曜　　■　　ワ　　r　　　　一　　，　　騨　　噂　　一　　顧　　●　　■　　璽　　層　　幽　　r r　　層　　■　　●　　層　　騨　　●　　■　　■　　，　　圏　　●　　，　　勾　　陶　　噸　　，　　亀　　響　　梱　　■　　，　　■　　，　　，　　，　“　　層　　層

1

検証実験（準鯖）

、

馬

り

特　記　事　項 BBMの設計・製作を行った。 STMの設計・製作及びEM EMの環境試験及びEMシス PFMの環境試験、 システム試験支 備　　　考
の製作を行った。 テム試験支援を行いくPFMの 援を行う。

設計・製作に着手する。 ADEOSに搭載され、 平成8年冬 平成元三よりスタ
検証実験準備を行う。 期にH一三ロケヅトにより打上げが予 一ト

’　　　　　　　　旺 、 定されている。
、

， 打上げ後、 実証実験を行う。
，

r

’

聖

～ 顛

L

セ

‘
∫ 、

｝
、

，

齢 ⑱
、

．
翻

㊥

欄　　　　。発項目：成層圏オゾン等の観測機器の開発（RIS：地上・衛星間レーザー長光路吸収測定用リトロリフレクター）

年度 、　～平成2年度実績
平成5年度～7年度計画　　　　　一

昏

平成3年度実績 平成4年度計画 「

　　曇

¥算額
5 6 7 最終　目　標

　　　　　　　（千円）
　rf 350，057

　
　
　
2
2
5
，
0
0
0
∫

， 打上げ△

△ 地球観測プラット
STM ノ

引渡し フォーム技術衛星
ノ （ADEOS）にREOM　　　　　　・ ISを搭載し、成層

圏オゾン等の観測を
STM1工 ど

行う。

PFM 1

h

’

」 一

1

、

｝

㌧

、
f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ノ

ゆ　o　．　．　o■　，　．層　，　の　ρo　oの　‘　　齢　印　■　．7　冒　の　甲　，　．．　，　，　　9　．　曹　．　，　・　■　．　・　8
，　”　の　ρ　甲　●　●　．　．　昌　”　一　噂　■　■　雷　．　冒　騨　り　曽　，　．願　弓　o　幽　■　膨。　，　一　露　，　騨　【　曹　”　噌　．　・　甲　，　，

．　・o　，　．　ロ．　．　，　．　o　o　．　“，　幽　．　．　．　　7，　7　．　o　聯一孕　昌　．　．　■　層　7　●　o　，　，　の　・　o曹．　．
，　璽　・　顧　．　■　，　■　”　9　，　幽　幽　冒　邑　，　■　冒　層　■　●　　　o　噂　，　，　o　．　・　“　「　一　畠　”　圏　」　圏　．　．　■　o　．　，　雷 ，　．　響　冒　■　騨　，　o　”　，　　噸　・　■　o　．　響　騨 喩　o　o　．　曜　．　●　画　．　・　　一　〇　■　　昌　o　璽　． －　■　　　，　幽　o　，　【　“　o　，　騨　雷　．　．　■　・ O　P　9　■　●　9　●　o　q　幽　隣　■　■　．　璽　雷　匿　．　，　一　曽　．　曹　“　・　・　，　・　・

，

RIS用地上レーザー L

受信装置

ト

、
1

　ノ
ﾁ　記　事　項 STMの設計・製作を行った。 EOM設計・製作・環境／光 PFM製作を行う。 備　　考

学試験を行う。 ADEOSに搭載され、 平成8年冬
押 RIS用地上レーザ送受信装 期にH－Hロケットにより打ち上げが 平成3年度よりス

、 置の設計・製作に着手する。 予定されている。 タート
8

「
’

ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈夢
、　　　ρ

κ

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
●

’

曜

，
ヂ

l　　　　　　　　　L

「

戸

♂　’

F
ビ　　オ　　　　囲

’

／

’一 Q1一
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（観測の分野）

開
発項目：炭酸ガス等の温室効果気体観測センサの開発　　　　　　　　　　　　　　、 （開発） ～

研究機関減等：資源エネルギー庁 　　、ｪ　開発・開発研究。研究の別
㌧

年度 平成元年度～2年度実績
、 平成5年度～7年度計画

予算額 元 2
平成3年度実績 平成4年度計画 5 6 7 最終　目　標

（千円）
■ ノ

事項 304，511 960，000 1，110，000 1，400，000 ’

’　　　　　　　－　　　　　　　　　　　」 、 △ △ 地球観測プラットフォ
‘E　M　　、

一 ←

引渡し 打上げ 一ム技術衛星（ADEO
r）に搭載するための、

P　F　M センサを開発し、温室効

概念設計
1 果気体等の分布を研究す

驕B温室効果気体の吸収、

芸几 発生等の循環メカニズム
予　備　収計

！ についての科学的知見を
得る。

基本’設計
c

詳細設計 ’ 1　　　　《

ρ

歴

瞥

1

一｝

ハ

、

r

特　記　事　項 元年度は大気中の炭酸ガス等の 前年度の成果を踏まえ、EM 前年度の成果を踏まえ、EM 平成7年度、地球観測プラッ 備　　　　考

　　　　　　、u

．温室効果気体を観測するための観

ｫ能評価等の試験を実施した。

測システムについてその検討を行
｢、システムの中の核となるコン
|ーネントについて、一部試作し、
@　　　　　　　　　　　　ま

の製作を実施するとともに、性
¥評価等の試験を実施し、これ
轤ﾌ結果に基づき、PFMの設
v・製作に着手した。また、前
N度に引き続きデータ解析手法

の性能評価等の試験を実施し、

ｱれらの結果に基づき、PFM
ﾌ設計・製作。試験を実施する。
@また、前年度に引き続き、データ解析手法の調査検討を実施

トフォーム議実衛星
r）にて打上げ予定。

（ADEO

－

た、データ解析方法についても検 の調査検討を実施した。 する。

討を行った。
㍉　　♂　　　　「 2年度は部分試作、予備設計を

引き続き実施するとともに、EM
， の設：計、製作に着手した。また、

あわせてデータ解析手法の調査検
討を実施した。、

、

曾 ㊧ ＿＿1

轡 篠

（観測の分野）　．

、　〔

／

開発項目：極軌道プラッ トフォーム搭載用資源探査観測システムの開発
（開発）

研究機関名等：通商産業省機械凶報産業局
’ ↑開発・ 開発研究・研究の別

年度 昭和63年度～平成2年度実績 、

平成5年度～10年度計画

平成3年度実績 平成4年度計画
、予算額　　　’ 63 元 一2

5 6 7 8 9 10 最終目標
＼

　　　　　　　（千円）
3， 430， 873 3，522，306 2，907，020 ‘

△ △

米国航空宇宙局（N
`SA）が平成10年度

E　M L 引渡し 打上げ に打上げ予定の極軌道
ノ プラットフォーム1号、

PFM 嚇 （EOS－AM1）に
搭載する資源探査用将

概念設計 来型センサ（ASTE
「

R）の開発を行う。
予備設計’ 噂

し

基本設計
胤

詳細設計

’

嘩　　　　　、

’

平成3年度に引き続きEM 備　　　考
特　記

@　　　　　　ノ
@甲

　資源探査に資する高度な将来
^センサに関するニーズ調査及
ﾑ資源ユー・ザーの要望の取りま
ﾆめを行った。また、米国の極
O道プラットフォームに搭載十能なシステムについて検討を行い、その概要についてまとめ

　平成2年度の実績を踏まえ、
軏{設計に着手するとともに、
dMの設計を行うとともに、　B
aM試験・評価を行った。

@　　　　　　　　　　　　鴇

の設計・製作に着手する。

予定。

平成10年度に米国航空宇宙局（NA
rA）の極軌道プラットフォーム1量（EOS－AM1）に搭載して打上げ

　　　　　、p

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

た。63年度の成果をもとにシス
eムの概念設計を行うとともに

’　　　”

@　　　　　　伊

検出素子、光学系等のクリティ
Jルコンポーネントの試作等の
v素技術研究を実施した。平成
ｳ年度において決定されたセ≧サの最終仕様値をもとに予備設

戸

ノ

k

、 計及びBBMの製作を行った。

∵ 　　　！rk　　　　　　　　　　　　　ノ

〆

｝

ノ

r

’

’

ρ ’

／

ノ

一23一



＼、
、

一24一

、

ご

開発項目：熱帯降雨観測衛星（TRMM）　　　　　　　　　　、

（開発研究）し

研究機関名等：宇宙開発事業団
｛

年度 平成3年度実績 平成5年度～8年度計画
平成2年度実績 平成4年度計画

凄　　　　予算額 5 6 7 8 最終目標
・（千円）

1

事項 58，000 91，794 873，916
E　M 日米協力により、全

地球的規模のエネルギ
b

PFM 一収支のメカニズム解
析等に不可欠な熱帯降

’インテグレーション支援
’

雨の観測等を行う。

試作・試験

システム設計
」

’

予備設計

H：一Hロケット
’

、

」

1

’

眺

8

一

’特　記　事　項 ①　システム設計を行った。 ①　予備設計及び降雨レーダ ①予備設計及び降雨レーダ
@の試作・試験を継続する。

① EMの製作・試験を開始する。
dMの試験終了後、

〔備　　　　考

の試作・試験を行うた。 ② PFMの製作試験
を行う。

’
③ H－11ロケットにより、平成8年度頃

〆 に打上げる。
、

！

、

㌃

塗

・　　　　　1
に

！

陣

写

曾 ㊤

轡 ⑲

（観ノ測）

　’

J 発項目1宇宙からの降雨観測のための二周忌ドップラレーダの研究（開発研究）
，

研究機関名等：郵政省通信総合研究所 1

年度 昭和63年度～平成2年度実績、 平成5年度～10年度計画
ダ

平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 5 6 7 8 9 10 最終目標

一　　　　　　（千円）’事項

声106， 934 63，179 65，009
降雨レーダの開発と実験

M帯降雨観測衛星（TR田）
牛ﾚ用降雨レーダ開発
iデータ処理部）　　一

ノ

，

　ム
sRMM打上

象、気候変動を解明し、その対策を施すには、

?z環・エネルギー循
ﾂに密接な関係を有す
骰~雨の地球的規模で
の観測が：不可欠であ設計・試作試験
る。

このために直接降雨EM試作試験
，　1 を定量的に観測可能な
〆データ処理解析装置整備

’
衛星搭載降雨レーダの
J発を念頭におき、こ
黷ﾉ必要な技術資料の装置整備 闇

「

取得やデータ処理・解

データ解析処理 析法を明らかにするた
ﾟに降雨レーダの試作

～

航空機実験を実施す
る。これによりTR三等

已　　～ 、

の衛星搭載降雨レーダ
ﾌ実現に資する。

一

「

i

マ

■

一

特　記　事　項 平成元年度まではアクティブァ 航空機搭載降雨レーダシス 航空機搭載降雨レーダシス 航空機搭載降雨レーダシステムの製 備　　　　　考

’

るアンテナ素子、『アレイアンテナ等を試作した。

レイ型電子走査アンテナを構成す
@　　　　　　固体電力増幅器

ｽ成2年度から航空機搭載降雨
戟[ダシステムの開発を開始し

テムの送信部の部分的製作を
ﾀ施した。
@TR囲衛星に搭載する降雨レーダのデータ処理部の設計・

詩?詞ｱを行い、EMの試作

テムの送信部の製作を完了す
驕B

@TR㎜衛星搭載用降雨レーダ
ﾌデータ処理部のうち、ディ
^ル信号処理装置を試作す

作を行う。

処理部のEMを開発し、
cへ引き渡す。

降雨レーダとの比較検証実験を行う。
　　　　TR酬打ち上げ後、

sR棚衛星搭載用降雨レーダのデータ

成果をNAS

衛星搭載

た。， 試験に備えた。 る。 TR酬データ解析処理装置を整備し、

3　　　　　　　　　　　齢 データ解析処理を行う。
’

塵

塗
荒

r

P

雪

甲

’

ガ

ノ

一25一
　　　　ノ

〆
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（その他、平成3年度において終了した事項）

、

＼

ピ

開発項目：放送衛星3号（BS－3a及びBS－3b） （開発プ　　　　　　　’

研究機関言忌：宇宙開発事業団

年度 ～平成2年度実績 平成5年度～年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 60 61 62 63 元 2 、 最終目標
（千円）

’

事項 33， 758， 141 3，686，242 r

△ 一 放送衛星2号（BSE　M △
BS－3a） 打上げ 一2）による放送サー

ビスを引継ぎ、また増PFM （BS－3b）

大かっ多様化する放送
需要に対処するとともF　M

＼ に、放送衛星に関する
技術の開発を進めるこ基本設計

、

とを目的とする。

詳細設計
、

〔1葦ショ瑚間：〕

ロケット3号機

6号機
し

馳

、

w

ぜ

特　記　事　項 ① 基本設計及びEMの製作は当初59 ①　FM（BS－3b）の試
備　　　考　　　　！

年度に着手する計画であったが、 通 験を終了し、H－1ロケッ
㍗

信・放送衛星機構とBS－3の開発 ト8号機により平成3年8
に関する契約が合意せず、 60年度に 月25日に打ち上げた。 」

繰り延べた。 一

② 宇宙開発計画の見直し （60年度）
において、 BS－3aを平成2年度 誇

BS－3 bを平成3年度にそれぞれ 、

’
変更して打ち上げることとされた。
③基本設計・詳細設計が完了した。

④’PMF（BS－3a）の製作、試
験を終了しH－1ロケッ ト 7号機に

； より平成2年8月28日に打上げた。 」

曳
畦 ⑤ FM （BS－3 b） の製作、 試験
’

を行った。

戸

趨 ㊧ 一　　@　@　
　
　
　
　
　
　
嚇

轡 型

（通信の分野）

㌔

ノ

開発項目：通信放送技術衛星 （COMETS）
（開発）

ρ

研究機関名湯：宇宙開発事業団 ’

年度
　　厚
`平成2年度実績 平成5年度～8年度計画

㌔ 平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 2 5 6 7 8 最終目標

（千円）
、

事項 733，992 ・　1，109，814 1，375，845
’ △ 高度移動体衛星通信

E　M 打上げ 技術、衛星間通信技術
， 、 及び高度衛星放送技術

PFM の通信放送分野の新技
L

術、多周波数帯インチ
データ中継器の試作試験 卍 グレーション技術並び

に大型静止衛星の高性
予備設計 能化技術の開発及びそ

れらの実験・実証を行
基本設計 うことを目的とする。

博

詳細設計 1

’

〔H－Hロケット〕 、＼

し

！

’

‘

’ L

，

、

〆

レ
看

’

へ
7

へ＼ノ「

江

，　特　記　事　項 基本設計、データ中継器の試 基本設計、詳細設計及びEM 詳細設計、 EMの製作試験及び 備　　　考　予備設計、基本設計、データ中
p器の試作試験及びEMの製作を
sった6　　；

作試験及びEMの製作を行っ
ｽ傷

の製作試験を行う。 PFMの製作試験を行う。
@H一∬ロケットにより、
N度に打ち上げる。

平成8 、

P

’ ’

’

馬

曇

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
’

甘

ヨ

■

－

府

’

㍉

・一 Q7一

　　　　臣　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　ド

撒麟一四脚一驚焼酎「帆醐ア凹【甥脇帽両目㎝甲燗　阪～㍗糊脚騨て噸　鴨丁Ψ轡　　　　叩　　　　・
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（通　信）

開発項目：高度衛星通信放送技術の研究開発 （開発）
筆

研究機関名望：郵政省通信総合研究所 一
レ

、　年度 ～平成2年度実績 平成5年度～11年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額
、 5 6 7 8 9 10 11 最終目標

（千円）
甲

1

事　項 306，685 376，685
高度移動体通信中継器・ 次世代の衛星通信で
高度衛星放送中継器 盒 は個人単位で多様なサ

，

CO認TS打上げ 一ビスが提供されるこ

開発 とが要求される。その
ため、Ka帯／ミリ波

維持設計 の高出力中継器、マル
知 チビームアンテナ、再

地上実験施設整備㌔、
、

生中継器技術の開発を
sう。

、

実　験 衛星放送の分野では
、 広帯域の高精度テレビ

放送、統合ディジタル
，

放送、地域別放送等の
放送システムを可能と
する基礎技術として22
GHz帯の高出力中継
器、マルチビームアン

、 テナ等を開発する。
これらの基礎技術を
通信放送技術衛星（COM
祀TS）において実証実
験を行う。

　「V　　ノ
陶

「 ㌧

隔

資

e

特　記　事　項 搭載中継器の構成、特 搭載中継器の開発を継続 高度移動帯通信中継器及び高度衛星放送中 備　　　　考
性について検討し、開発 する。 継器を開発し、 平成8年度打ち上げられる通
に着手した。 地上実験設備としてKa 信放送技術衛星に搭載する。

、
地上実験設備について バンド／ミリ波のフェーズ 地上実験施設について、 順次整備を行う。 馳

検討し、研究開発課題の ドアレーアンテナ、広帯域 衛星打ち上げ後、 実証実験を実施する。
取りまとめ方針を決定し 映像信号処理装置、及び再
た。 生中継端局装置の開発に着

　　輸A　　セ ，　　　　　　　　　辱
手する。

監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
F

’

，　　　　　　㌧
r

萄・ ㊤
一＿＿
P

轡 轡

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

、！

部 ’

開発項目＼：第一次材料実験 （F・MPT）噂 阿

　　1ｵ　　　　　　曹

、

「

！

研究機関名等：宇宙開発事業団　グ

引 一

年’度
’

昭和57年度～平成2年度実績
辱

平成3、年度実績： 平成4年度計画 平成5年度～6年度計画

予算額 57 58 59 60 61 62 63 元 2 西 最終目標
、

　　　、　　　（千円）

枕?@　　　’ 25， 931， 099 321，4・7．0 2，15．6，121
’
ず

　　　　　ノ
、

F 　△

ﾅ上げ

　スペースシャトルに
艪ｪ国の搭載科学技術

打上げスケジュール 者（PS）が搭載し、
覧 げ

設計・解析
1

宇宙空間の特性を利用
ｵた材料実験等を行う

ψ　1

＼

〆

幣
ことを目標とする。

搭載実験機製作 －　「

、　　　　　、 溺
民

E　M り

ρ

’

PPFM・・∴　齢’

‘

「

’　5

インテグレーション及
び設備整備 、

’

有人サポート技術　　　　　　　　㌔ 、

選抜

訓練
健康管理 一　　　　，

㌧

1

P

特．記　事　項
①搭載実験機の射場整 “　備　　　考

7　触　噂

@　　　　　　　　　、

@　　　　　　「　　　　，

@　　　　　㌔　　　曹

①PFMの製作試験をほぼ完了した。
A搭載科学技術者（PS）の第四次選抜を行い3人のPS
@を選定した。　　　’　一
BPSの訓練、健康管理を行った。
Cシャトル／スペースラブとの安全性適合等の解析を行っ
⑤糞験計画の最適化の嵐シャトル搭載実験機の運用解③psの韻向上訓練　析及び地上シミュレーション試験、実験砥究者との調整、NASAとのインターフェース調整を行った。⑥実験、打上げのための作業要求書の作成等の準備作業を

①搭載実験機の保管・
@点検を引き続き行っ
@た。　　　へ
A引き続き実験・打上
@げ業務の準備及び運
@用訓練を行った。

@及び健康管理を行っ
@た。

備作業・実験運用訓
福�sいF畑Tの打上
@げ及び軌道上での宇
@宙実験を実施する。
A実験終了後帰還した
@PSのりハビリテーシ
@ョン等の健康管理を
@行う。　　　　　　，

　　　　　　、し

g　　噂

　　　へ、、ノ！

E撃 @　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　凱
e　　　1　、蜜
@　　　　畦　　　　　　　　　犀　　　　　　　　　！

@　　　　　　奪P　　ダ@　　　　　‘

@　　　　’
@　　　　　　　㌧

⑦す3馬エ働実験四望置の改修を行2鵡⑧搭載試験機の国内整備及び学用品の製作を行った。⑨搭載実験機を米国に輸送しNASA、　KSCにおいて射場整備　作業を行った。・⑩実験・打上げ業務の準備及び運用訓練を行った。・⑪プライムPS1名を選定し米国にてP§の訓練（NASA側　PS、ミッションスペシャリストを交凡たクロストレー ㌧ニングを含む）及び
@健康管理を引き続き
@行った。
Kシャトル：不具合によ
@る全体打上げ計画の’遅れによりFMPTの打

@上げ時期が平成4年
@9月となり搭載実験

機のラックへのイン
eグレーションを一
剥sったところで保
ﾇ処置を行った。

　　　　’　　　　　　」

T　　　　∫

、

一ア29一

〆

納栂野一脚・嚇望・・一・…’鴨響一一噸…一r一・轡楚；
・｝　　　　　　　　　　　岬γ
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L、

一30一ド

聰

､究機関名翁忌宇宙開発事業団，　　　覧ご　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　星¥和60年度ん平成2年度実績 　　　　　　　　　　1曇

ｽ成4年度計画
。平成5年度～10年度計画　　　　　　　年度

@　　　予算額
@　　　　　　（千円）

枕?@　　　　　　　一

60，覧 61 62 63 元 2’

　
平
成
3
年
度
実
績
1
　
　
、

5 6 7　一 8 9 10 最終目標
m

28，659，361 ’12，547，’782 22，418，176　　　　　　　　　　」
　　，@｛　　　「

ﾌ　　　　　　　　　　　　、

脅　　脚　　一　　齢　　一

鼈皷[℃

一　　一　　一　　騎

黶@　鱒　　一　　一

ｮ　「

一　　一　　一　　鰭　　一

S体システム

一　　＿　　帥　　一　　一 一＞NASDA　PRR

@PDR

@v 　　　　　魑A各部システム・

CDR＃1・▽

鴨 ＃1拝2

､▽
ﾅ打
繽繧

ｰげ

＃2

､
部

＜一一一

全体

醸難礪〕，

@基本設計　　　　　　　1　、　　　　　　　　　　　　　　酔

@n@詳細設計　　　　　　一　　，　塗　　　　〆　　　　　　ボ

f　維持設計、　開発基礎試験『．　　，　　　　　　星　　　　　　　　　　婚　、

@　E、M　　　　　　叱

@　PFM　　　　’
k地上施設設備F宙環境利用〕

一　　一　　一　　卿

A
　
く

一　　一　　二

黶@　一　　一

時、

　地球周回低湿道上の
L人宇宙実験施設とし
ﾄの実験モジュールを
J発し打ち上げる。ま
ｾ、このモジュてル内
ﾅの各種宇宙実験実施
ﾉ必要な共通技術、共
ﾊ実験装置を開発す
驕B

@　、

備　　　考　　特　記　事　項
@～　　縛　　　‘

@　　　　！

@　　　　、

@　　‘

@　　一@幽

@　　　　　　　㍉

@　　　　　　　一@　　　　　　　　’
@’@　　　　馬

@　　　［
C　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　轟

P〆　、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

①引き続きEMの製作・試
@験を行った。
A引き続きJEMの基本設
@計及び開発基礎試験、搭
@載ソフトウェアの開発等
@を行った。
B引き続きJEM全体シス
@テムの詳細設計を行った。　　、

①引き続きEMの製作・試
@験を行う。
A引き続きJEMの基本設
@計及び開発基礎試験、搭
@載ソフトウェアの開発等
@を行う。
B引き続きJEM全体シス
@テムの詳細設計を行うと
@共に各部システムの詳細
@設計に着手する。

①JEMの開発を進め、　EM、　PFM
@の製作を行い、スペースシャトルに
@より地球低軌道へ打上げ、宇宙実験
@のための有人施設として使用する。　　　　　　　　　　　　　　　　●

J　　　　　　　　　　　　　　耀

@　　　　　　　　　　　　　　m

1

①予備設計を行い、基本仕様、インタ
@ーフェース条件、開発計画等の明確
@化を行った。
AJEM構成要素のうち開発上重要な
@技術で、しかもクリティカルな要素
i炭酸ガス除去装置、’JEM搭載用計
@算：機、放熱機器、宇宙材料の耐酸素
@性、有人技術、運用技術等）にっい
@て研究評価を行った。
BNASAにおける宇宙ステーション
@全体の基本コンフィギュレーション
@の変更への対応を含め国際間の技術
@インターフェース調整を進め、JE
@Mの予備設計結果の見直しを取りま　とめた。　　　　　　　　・

CNASAプログラム要求審査（PRR）
@に対応して、NASA等との国際間戸の技術調整を進め、予備設計結果へ

@反映させるとともに共同管理技術文
@書を作成した。
DNASDA、　PRRに基づき予備設

　計の全体のとりまとめ、，⑦JEMの基本設計及び開
@評価及び開発計画の確定　　発基礎試験、搭載ソフト
@を行った。　　　　　　　ウェアの開発等に着手し
E宇宙環境利用に係る共通　　た。
@基盤的技術及びインター　⑧基本設計の成果を引き継
@フェース要求設定の一環　　ぎJEMの全体システム
@となる共通的部品等の開　　の詳細設計に着手した。
@発試験を開始した。　　　⑨EMの製作・試験に着手　　　　　　　　　　　　　　した。

炉
　
　
　
　
戸
　
　
　
　
戸

〆

㊤

轡 ⑳

、

開発項目：宇宙ステーション （JEM） 運用システム
「　　冷

サ

研究機関名等：宇宙開発事業団

’　　年度 ～平成2年度実績 平成5年度～10年度計画
、鴨

「 平成3年度実績 平成4年度計画 ’

予算額 63 元 2 5 6 7 8 9 10 最終目標　　　　　　漕

　　　　　　　（千円）

416，102 685，701 1，8注0，178

PDR CDR ORR 地球周回低軌道上の
’

PRR 監

△ △ △ 有人宇宙実験施設とし

ド

、　　シ

　　　　ノ
Xテム検討シ

　　ム

Xテム設計》

基
本
設
計
こ 詳細設計 製作／試験

JEM＃1＃2
Cンテグレーション

ての実験モジュー・ルを

^用する。また、この
cWュールにより多数

運用システムの開発 7 の実験テーマを実施し
㌦ さらに宇宙利用の自主

が 　　　ノ? 決定 決定 決定 性を確保し、広い分野

し日本人搭乗員養成システム 　　　乱ノ

{成計画検討 養成言

△画作成 △
養
△成計

画維持
△

からの多数の宇宙利用ニーズに適切に応える

ｱとが出来るようにす
搭乗員募集選抜 訓 練 る。

ノ

、

搭乗員養成訓練
渾
用
利
用
計
画
の
作
威
’ 　　　　　　△

iEM利用事前調査
　　　△
@JEM利用募集
狽P（AO）発出計画

　　　△
謌皷�搓㊨^用利用
@　（COtp） 測定

’

、

〆

柄

’

轄

ノ　　　　　　　P

特　記　事　項 ・宇宙ステーション運用システ ・宇宙ステーション運用システ ・第一回利用募集を実施す
　　　　　　「�?･考

｝　　　　　　　　　’@　　　　　　　　／
@　　2
@　　　　　　　　5 た。

ムの検討を実施した。・宇宙ステーション関連研究の一環として、日本人搭乗員養

ｬシステムの検討を実施し　　　　”

ムの全体基本設計に着手し、

^用計画立案ソフトウェアの
軏{設計を実施した。・日本人搭乗員の選抜を実施し

ｽ。

る。・運用システムの詳細設計に

?閧ｷる。炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　曽　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　冊

・第一回COUPを制定する。・平成10年度の打上げに向けて運用シ

Xテムを設計・製作・試験してい
ｭ。　・

@　　　　　7年度、9年度にそれ・平成5年度、

ｻれ搭乗員の選抜をし、養成・訓練

　　、　　　司丸　　　　診L　　　　　♂

曙　　『　　　　Ψ ・宇宙ステーション運用システ
?ﾌ開発研究に着手した。・日本人搭乗員の養成準備とし’て募集・選抜・訓練計画の作

　　　　　　　　　　♪、@　　　　丁
m

　　　　　　　　’@　　　　　も@　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η

d へ

を行う。

　■u
「

じ　　　　　　　　「　，

し

　　　　　　　　　∫、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨

@‘　　　　　　　　ヤ
@　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一成等を実施した。ごJEM利用事前調査を実施し P

‘

　　　　　　　ワ　　　　　　　へ
B

たd
r
ρ

、
’

　　　　％A

，

一

ノ ㌧

め 5

曳

〆

　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー31一　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　垂

　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　を　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　も　　　　ロ　　　　　　　　　　も　　　し　つ　ド　　　　　　　　　ゼ
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、、

開発項目：宇宙実験用小型ロケヅ ト
（
T
R
－
I
A
）
　
　
、
　
「

の開発 与

，

研究機関名等：宇宙開発事業団
叩

1　・ 7
　
幽

、

’　　　　　1

年度 し 昭和63年度～平成2年度実績
覧

卜　　　　　　　　「

／

！ ’、平成3年度実績敷 平成4年度計画 平成　5　年　度　計　画
予算額 63　， 一兀　． 2 曇 最終目標

（千円）
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 ノ

事項 369，189 1，＆51，487 691，682　　．
， 試 試験

o　ヒ

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞

@　　　　　　　　L@　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

竃

身　　　　　、

@　　　　　　A，　　　　’
宇宙ステーションの

し

E　M 一

、　＃1 ・　　　　＃2 ・　　　＃3　　　　　　　　・ 予備実験、共通実験装
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